
まちづくりを進めるうえで大切にしたい価値観（仙台らしさ・仙台の強み）と重点的な取り組みの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地域生活支援 
住民同士の支え合い、多職種の専門職による連携 

各世代を通じた生活習慣病予防等健康づくり、健康寿命延伸 

② 共生社会 
障害の有無、性別、SOGI、国籍等の多様性を認め合う

住みよい社会づくり 

③ 子育て・教育 

切れ目ない支援、貧困対策、保育基盤整備・質の向上、 

時代に沿った学校教育のあり方、自分づくり教育の発

展、地域との連携した学びの場づくり 

④ 生涯学習 
人生 100 年時代、地域の担い手発掘・交流促進、 

歴史文化資源 

⑤ 学都 

地域課題解決・まちづくりへの参画、若者の地元定着 

大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ、知的資源活用、地学連携・人材育成の

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

⑥ 脱炭素社会 再生可能エネルギー導入促進、気候変動への適応 

⑦ 杜の都 
緑の多様な機能を活かしたグリーンインフラの導入 

広瀬川・青葉山等自然環境資源活用 

⑧ 働き方改革 
女性、高齢者、障害者等の活躍推進、仕事と家庭の 

両立、地域貢献、働き方の多様性・働き手よし 

⑨ 生産性向上・ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝ 

次世代放射光施設、AI・IoT 活用・異分野連携、 

リカレント教育、IT 人材育成、中核企業の育成、 

農業の高付加価値化 

⑩ 交流人口 
観光コンテンツ発掘・磨き上げ・魅力発信 

インバウンド環境整備、ＭＩＣＥ誘致、楽都仙台 

⑪ 地域コミュニティ 
社会起業、住民をはじめＮＰＯや企業など多様な主体の連携、 

地域のﾘｰﾀﾞｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ人材育成、町内会活動活発化 

⑫ 防災環境都市 

東日本大震災の経験の継承・世界への発信、ドローン

等近未来技術活用など災害対応力の向上、生態系を基

盤とした防災減災(Eco-DRR）、地域防災を担う人材育成 

⑬ 東北の中枢 
中枢拠点性向上、東北全体への誘客や周遊促進、 

課題先進地としての対応、大都市としての役割 

⑭ 機能集約 
機能的・効率的都市づくり、誰にとっても安全、安心

で利便性の高い総合交通体系構築 

⑮ 都心活力 

民間投資の呼び込み、低未利用地の活用、公共空間の

有効活用、歩いて楽しいまち、リノベーションまちづ

くり、回遊性向上 

⑯ 郊外地域 
地域特性を踏まえたまちづくり、 

買い物弱者・交通弱者対策、エリアマネジメント 
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【地学連携～地域で学び合う～】 

◆未来の状況：学都・仙台にふさわしく、大学（学生）等が積極的にまちの魅力づくりや地域づくりに

関与しやすい環境が整備され、やりがいを持って取り組んでいる 

◆施策形成の視点：大学と地域や企業をはじめとした各主体がつながる場づくり（ともに学びなが

ら人材が育つ環境、プラットフォームなど）。学生が地域に関わることで、地元定着

への意識や市外に出てもいつかは仙台に戻ってきたい（仙台で活躍したい）と思え

る地元への愛着を育む好循環の創出 

【多様性が活きる社会の実現～ともに活きる～】 

◆未来の状況：自分を相手に伝える、相手も受け止めより良い関係を能動的につくることができる、

当たり前のようにあらゆる意味でバリアフリーが実現している 

◆施策形成の視点：障害、発達の遅れ、多様な性のあり方（ＳＯＧＩ）、多文化共生などの理解の浸

透、人それぞれの状況（子育て、教育、就労）や成長に応じたカリキュラム、相談

体制など支え合いの基盤づくり、東京オリパラを契機とした取り組み、農業をはじ

め多様なツールを生かした多世代・多様な主体間の交流 

【地域コミュニティ強化～仙台で暮らす～】 

◆未来の状況：最も基礎的な地域団体の単位である町内会を中心に、人口減少・少子高齢化に対応

し、多様な主体が関わり合うことを積極的に受け入れる地域が実現している 

◆施策形成の視点：町内会を含め地域活動に関わる人材の確保・育成、地域交通の確保や買い物弱

者対策など地域課題解決が促進されやすい環境づくり（使いやすい支援制度、企業、

起業家、ＮＰＯ、教育機関など多様な主体が地域に関わりやすい環境づくりなど） 

【世界に輝く杜の都の深化～仙台を世界に伝える～】 

◆未来の状況：杜の都・仙台として、豊かな自然環境のもと、災害に強く住みよい都市環境が構築

され、国内外に発信している 

◆施策形成の視点：杜の都の自然資源のさらなる活用（青葉山、広瀬川などの活用、グリーンイン

フラの導入など）、脱炭素社会の実現（気候変動への適応、エネルギー政策など）、

仙台防災枠組 2015－2030 を見据えた防災環境都市づくり 
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【横断的事項（横串）】 

「挑戦」 「創発」 

「身近な ICT 先端都市」 

「一人ひとりの溢れ出す 

アクション」 
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【都心再構築～動きのある仙台を創る～】 

◆未来の状況：東北の中枢である仙台の魅力を象徴するエリアとして、都心にふさわしい機能・人

が集う賑わいを確保している 

◆施策形成の視点：民間投資の呼び込み（必要な機能を有するビルの誘致、老朽化した建物の更新

など）、定禅寺通の活性化を基軸とした賑わい創出（通りごとの魅力づくり、公共空

間の有効活用など）、歩いて楽しめるまち（回遊性向上、自動車交通のあり方、中心

部商店街の魅力アップ）、東北のゲートウェイとしての交流人口拡大・広域連携 

【働く場所として選ばれる環境づくり～仙台で働く～】 

◆未来の状況：成長力のある企業が集まり、若者、高齢者、障害者など多様な働き方ができる、働

きがいがある、自分のやりたいことにチャレンジしやすいといった観点で、「仙台で

働くこと」が選ばれる 

◆施策形成の視点：働く場所、時間などその人に合った（企業としても有益な）柔軟な就労環境の

ある企業の増加（働き手よし）、東京圏との近さを活かした取り組み、起業や第二創

業などチャレンジしやすい環境づくり・機運醸成、リカレント教育など個々のスキ

ルアップがしやすい体制づくり 

 

 【横断的事項】 

「ＩＣＴ」「ＳＤＧｓ」「農業の多面性」「一人ひとりの溢れ出すアクション」 

「次世代（次なる主体）の育成」「社会起業促進の土台づくり」 

都市像 「人を集める魅力と機能を持つ都市」「生活しやすいまち」「ひとが集い、起こす人が住む、住みやすいまち」「誰にも優しいまち」 

学び（学都） 

地学連携 

知的資源 

高度で多様な人材の集積 

若者の社会参画の萌芽 

（マインドセット） 

生涯学習環境 

共生（多様性） 

地域包括ケアの構築 

障害施策・環境の充実 

子育て環境の充実 

協働による課題解決力 

環境（杜の都） 

豊かな自然環境 

歴史文化資産 

機能集約型まちづくり 

東日本大震災の教訓 

活力還流(東北) 

立地環境（東北の玄関口・

首 都 圏 か ら の 近 さ ） 

広域観光 

次世代産業振興 

起業環境の充実 

楽都仙台 


